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エグゼクティブサマリー

１．【2026年３月期（当期）の業績】
・砂糖事業の下期の販売価格下落の影響により営業利益は減少。
・政策保有株式売却により当期純利益は増加。

       ・１株当たり配当金を普通配当80円に特別配当80円をプラスし、160円に
増額予定。

２．【2027年３月期（次期）の業績予想】
 ・砂糖事業の回復を見込み、営業利益は増加。

・政策保有株式の縮減は継続するが、具体的な売却計画は未定。

３．【資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応】

2028年３月期（最終年度）の中期経営計画の目標達成に向けて
 ・ROE５%目標の達成。（中長期的にはROE８%以上を目指す。）
 ・政策保有株式の縮減は継続。
 ・資本効率改善に向けた自己資本コントロ－ルを目的とし、株主還元のさらなる

強化を行うため、「１株当たり配当金80円以上」から「DOE４.０％を目安」
  へ配当方針を変更。
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１ 決算概要
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決算概要

単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期

通期実績 通期実績 増減額 増減率

売上高 64,796 68,696 3,900 6.0%

営業利益 535 52 ▲ 483 ▲ 90.2%

経常利益 1,124 758 ▲ 365 ▲ 32.5%

特別損益 2,827 6,301 3,473 122.9%

当期純利益 2,703 5,032 2,328 86.1%

2025年3月期 2026年3月期

通期実績 通期実績 増減額 増減率

売上高 64,796 68,696 3,900 6.0%

砂糖事業 42,897 46,694 3,797 8.9%

食品事業 2,700 2,801 100 3.7%

飼料事業 12,858 12,744 ▲ 113 ▲ 0.9%

農業資材事業 3,928 3,987 59 1.5%

不動産事業 1,233 1,166 ▲ 66 ▲ 5.4%

その他事業他 1,177 1,300 123 10.4%

営業利益 535 52 ▲ 483 ▲ 90.2%

砂糖事業 ▲1,598 ▲ 2,557 ▲ 958 －

食品事業 221 171 ▲ 50 ▲ 22.6%

飼料事業 1,221 1,363 142 11.7%

農業資材事業 ▲50 270 321 －

不動産事業 602 594 ▲ 7 ▲ 1.3%

その他事業他 139 209 70 50.2%

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215
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不動産事業
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事業別営業利益額（2025年3月期、2026年3月期）

2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円

2026年３月期 対前期比増収増益
・砂糖事業の販売価格下落による影響が大きく、営業利益減少。
・政策保有株式の売却を進めたことにより当期純利益増加。
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6

砂糖事業の業績推移

37,809 42,818 47,294 42,897 46,694 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円売上高

▲ 331 ▲ 243 ▲ 552 ▲ 1,598 ▲ 2,557

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円営業利益

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期 増減

売上高 42,897 46,694 3,797

営業利益 ▲1,598 ▲ 2,557 ▲ 958

• 原料糖に係る
棚卸資産評価損
が膨らむ

【事業内容】ビート糖、精製糖

【増収減益】

売上高対前期比8.9％増、営業損失は増加

✓ ビート糖の生産量は回復。
✓ 海外粗糖相場の下落の影響を受け、下期より販売価

格が下落。

※ 売上高は、てん菜の豊凶、海外砂糖の主要生産国である
ブラジル、インド等の作柄等に影響される海外粗糖相場、
国内砂糖消費量等の外部要因に影響される。

• 下期より販売価
格下落

1962年より使用してきた食品ブランドロゴ
マークを2025年10月20日より変更

スズラン印
リニュｰアル

• 猛暑等による前年産
のてん菜の記録的低
糖分により生産量・
販売量減

• ビ－ト糖の生産
量・販売量回復
により増加



【事業内容】イースト、オリゴ糖等食品素材

【増収減益】

売上高対前期比3.7％増、営業利益22.6%減

✓ イースト
･イ－ストは販売単価増により増収。
･燃料費単価の上昇等により減益。

✓ オリゴ糖等食品素材
・販売数量微減により減収。
・製造コスト削減に努め、利益は
前年並み。
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食品事業の業績推移

2,350 2,528 2,615 2,700 2,801 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円売上高

▲ 21

49 188 221 171

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円営業利益

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期 増減

売上高 2,700 2,801 100

営業利益 221 171 ▲50

【北海道どさんこオリゴ】

【とかち野酵母】
国産ドライイースト

【ラフィノ－ス100】
※てん菜にわずかに含まれる
天然のオリゴ糖「ラフィノー
ス」を食べやすく顆粒状にし
た商品



【事業内容】配合飼料、ビートパルプ

【減収増益】

売上高対前期比0.9%減、営業利益11.7%増

✓ 配合飼料
• 乳牛用飼料の前年の値下げの影響により販売単価は
下落したものの販売数量の増加により売上高微増。

• 原料価格の低下やコストの見直しにより増益。

✓ ビートパルプ
• 原料であるてん菜の収量減少により製造数量は減少。
• 生パルプロールSの試験販売を実施。 8

飼料事業の業績推移

11,253 12,536 12,673 12,858 12,744 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円売上高

1,321 440 121 1,221 1,363 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円営業利益

単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期 増減

売上高 12,858 12,744 ▲113

営業利益 1,221 1,363 142

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

• 原材料価格の高騰、
エネルギ－コスト増

【イムノアクセル®ジェル】
対象：仔牛
※初乳中の免疫グロブリンの吸収
を促進するオリゴ糖を原料とした
新生仔牛向けサプリメント

【ビートフラクト】
対象：子牛、子豚、親豚
※ビート糖蜜を原料とした
飼料向けフラクトオリゴ糖



190 207 179

▲ 50

270

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円営業利益

【事業内容】紙筒（育苗用資材）、農業用機械器具

【増収増益】

売上高対前期比1.5％増、営業利益は前年度の

棚卸資産評価損の影響がなくなり増益

✓ 紙筒を用いたてん菜の移植栽培が近年減少傾向。

✓ てん菜で培った紙筒移植栽培技術を用
い、ネギ等の野菜や林木用へも展開。 を
海外も含め拡大を図っている。
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農業資材事業の業績推移

4,228 4,353 3,847 3,928 3,987 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円売上高

単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期 増減

売上高 3,928 3,987 59

営業利益 ▲50 270 321

• 棚卸資産評価損計上

【ペ－パ－ポット® 】

【ひっぱりくん】



968 965 903 602 594 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円営業利益
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不動産事業の業績推移

1,549 1,510 1,462 1,233 1,166 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円売上高

単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期 増減

売上高 1,233 1,166 ▲66

営業利益 602 594 ▲7

• 一部賃貸物件の稼働率低下
• 本社ビル売却によるテナント収入減

【北海道帯広市 複合施設】

帯広市の旧製糖所跡地の一部を再開発した地区は、
道東で最大級の複合商業施設となっており、地域の
皆様の暮らしに貢献しております。

【減収減益】

売上高対前期比5.4%減、営業利益1.3%減



94 70 65 185 293 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円営業利益
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その他の事業の業績推移

1,301 1,265 1,404 1,177 1,300 

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円売上高

単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期 増減

売上高 1,177 1,300 123

営業利益 185 293 108

• 貨物輸送の
コスト削減

【事業内容】貨物輸送、石油類販売等

【増収増益】

売上高対前期比10.4％増、営業利益58.4%増

✓ 貨物輸送の増加により売上高、営業利益増。

✓ てん菜、ビート糖、配合飼料を中心に配送している
が、他の作物の配送の展開も図っている。

✓ 輸送コストが増加傾向にあるが、輸送効率等の改善
に取り組み、コスト低減を図っている。



2027年３月期 業績予想

2027年３月期計画
売上高：対前年＋303百万円 営業利益：対前年+1,247百万円0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

単位：百万円

2026年3月期 2027年3月期

通期実績 通期計画 増減額 増減率

売上高 68,696 69,000 303 0.4%

営業利益 52 1,300 1,247 －

経常利益 758 1,800 1,041 137.2%

特別損益 6,301 － ▲ 6,301 －

当期純利益 5,032 1,200 ▲ 3,832 ▲ 76.2%

2027年３月期事業の状況について

✓ 砂糖事業の回復を見込み、営業利益は増加。

✓ エネルギ－コスト、輸送コストは依然として
高い水準が続くが、一層のコスト削減に努め、
利益確保を図る。
※中東情勢による製造コストへの影響は、不
透明であるため、計画にはおりこんでいない。

✓ 新商品の展開や海外向けの販売を拡げていく。

✓ 政策保有株式の縮減は継続するが、具体的な
売却計画は未定。
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２ 中期経営計画の進捗状況
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＊クリックするとリンク先の
ページが開きます
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日本甜菜製糖グループのビジョン～ありたい姿に向けて

「てん菜糖業」から「てん菜産業」への飛躍

健康
社会の
実現

海外への
展開

てん菜産業

てん菜糖業
マイコ

プロテイン
カギケノリ ナノ

セルロース

オリゴ糖製品

油脂

飼料 紙筒
（育苗用資材）

砂糖 パルプ

未来への
挑戦

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

※「アグリーン」とは「アグリカルチャー」
と「グリーン」を掛け合わせた造語です。

https://www.nitten.co.jp/company/agreen-strategy/
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当社の基盤事業と成長事業

祖業であり中核事業である砂糖事業、および不動産事業を基盤事業とし、成長事業である「飼料事業」、「農業資材事業」、
「食品事業」にリソースを投下する戦略

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

飼料事業 農業資材事業 食品事業
成長事業

基盤事業

✓ 成長事業の原料・知見
✓ 農業振興・食料自給率
✓ 雇用促進・地域貢献

✓ 工場跡地の有効活用
✓ 地域貢献

砂糖事業 不動産事業

新領域海外展開

てん菜
（当社の根幹）



▶ 成長事業の拡大加速

16

中期経営計画の全体概要

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

事業戦略 資本・財務戦略 非財務戦略

飼料事業
✓ 独自素材DFAⅢの海外展開
✓ ビートパルプの多用途展開

1

食品事業
✓ BtoC市場での販売強化
✓ 国産ドライイーストの市場開拓
✓ 新たな機能を有する製品の開発

3

農業資材事業
✓ 有機農業用資材の新商品開発･

海外展開
✓ てん菜由来の有用物質を活用

した商品の拡販

2

砂糖事業
✓ 省エネ･省人･省力化、販売強化

4

不動産事業
✓ 安定的な収益確保

5

キャッシュアロケーションの
策定

2

3 株主還元の拡充

政策保有株式の縮減1

地域社会への貢献6

働きやすい環境の実現5

食の安全・安心4

資源の有効活用3

気候変動への対応2

持続可能な農業への貢献1

▶ 基盤事業の収益構造改善

適切なバランスシート
コントロール

4

第２次中期経営計画
基本方針

持続可能なてん菜産業の創造にチャレンジし、安全・安心で幸せな社会の実現に貢献していく
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第２次中期経営計画の目標値

2026年３月期実績
2028年３月期目標

（2025年5月見直し後）
2028年３月期目標
（2026年5月公表）

営業利益 52百万円 30億円 変更なし

ROE 6.7% ５%以上 変更なし

株主還元
（１株あたり配当金）

160円 80円以上
DOE4.0%
を目安

第２次中期経営計画目標値の株主還元を更に強化するため、
「DOE4.0%を目安」に変更。0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215
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中長期の取組状況①（成長事業）

飼料事業

方針 ✓ 新規市場開拓（海外輸出）/新商品開発

施策内容 ✓ ビートパルプの多用途販売

✓ メタン抑制技術の開発

✓ 当社独自素材の飼料添加物商品の輸出

✓ 予防だけでなく、病後の回復にも寄与する健康飼料商品の開発

取組状況 ✓ 生パルプロールの開発、販売
• てん菜を裁断・糖分を抽出した後の繊維質を乾燥させず圧縮
しながらロール状にした「生パルプロールS」を開発

• 乾燥工程廃止によりCO2排出量を削減、牛の嗜好性もよい
• 士別製糖所で製造
• 2026年３月期に試験販売を実施
• 2027年３月期より本格販売開始予定

✓ 海外展開
• 子牛の免疫力増強サプリメント「イムノアクセル」をタイと
オーストラリアにて販売開始

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

圧縮前の繊維質（ビートパルプ）

ロール状にした製品
「生パルプロールＳ」
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中長期の取組状況②（成長事業）

農業資材事業

方針 ✓ 新規市場開拓（海外輸出等）/新商品開発（主に海外向け）

施策内容 ✓ 環境配慮型原紙を使用した紙筒(紙製集合鉢)開発と有機認証取得

✓ てん菜由来の有用物質の活用と拡販

✓ 海外展開

✓ 紙筒をてん菜以外の作物へ販売強化

✓ 有機農業用資材の新商品開発、海外展開強化

✓ スマート農業商材の販売強化

取組状況 ✓ スイッチ型分解チェーンポットの開発
• 耐久性と分解性の両立に新たな技術的突破口をもたらす「ク
エン酸架橋原紙製チェーンポット」を開発

※チェーンポット®…当社が開発した数珠つなぎ状にはがれる
ペーパーポット

• 育苗期間中は高い耐久性を維持し、移植前にアルカリ処理を
行うことで、移植後は土壌中で分解が促進される、世界初の
スイッチ型分解挙動を持つ

• さらに、従来分解防止のために使用されていた薬品を天然物
材料（クエン酸）へ変更することにより、有機農業への対応
も目指す
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従来ポット（左）と新型ポット
（右）のコマツナ収穫時の写真
（※試作ポットでの評価）

分解を促進
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中長期の取組状況③（成長事業）

食品事業

方針 ✓ 既存商品の販売強化／新商品開発／新市場開拓

施策内容 ✓ 新規酵母の製造、販売

✓ オリゴ糖などの健康素材の拡販

✓ 国内唯一の国産ドライイーストの市場開拓

✓ BtoC市場への販売強化

✓ 新たな機能を有する糖質の研究

取組状況 ✓ 新製品開発
• バゲットや食パンなど無糖・低糖生地のパンづくりに適した
国産ドライイースト「旨パン職人」を開発

✓ 展示会への出店
• 食品開発展2025（2025年10月15日～17日）に出店し、当社
製品「ベタイン（アミノ酸の一種）」や「オリゴ糖」等をPR
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217,233,235

230,240,242
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18,184,215

北海道ドライイースト
旨パン職人

展示ブース
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中長期の取組状況④（非財務戦略）
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健康
経営

従業員の健康維持・
促進のための取り組み

従業員の心身の
健康

従業員の仕事の効率や
モチベーションUP

企業の業績や
企業価値の向上

【健康経営優良法人2026（大規模法人部門）認定】

健康経営宣言

・当社は、多くの「人」との信頼関係を
大切に、地域社会への貢献と企業の持
続的な発展を目指します。

・企業としての存在意義を発揮するため
には、原動力となる従業員の健康が不
可欠であると捉え、従業員一人ひとり
が心身ともに健康で、いきいきと働け
る環境づくりを推進してまいります。
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将来の企業価値向上を目指した取り組み

取組１ マイコプロテイン生産

砂糖の製造過程で発生する副産物を利用し、動物性タンパク質の代替とする研究

［取組内容］ ✓ ノルウェーのオスロに本社を置く発酵科学のリーディングカンパニー「Norwegian Mycelium AS (NoMy)」に
2025年4月30日出資。同社と連携し研究を実施

［期待効果］ ✓ てん菜から新たな食品用途を開発・・・マイコプロテイン生産
→ 植物から新たなタンパク源を製造し、将来予想される世界的タンパク質不足へ対応

取組２ カギケノリ飼料の開発

メタン抑制技術の開発

［取組内容］ ✓ カギケノリ等藻類のメタン抑制効果を検証

［期待効果］ ✓ 陸上養殖試験を開始して商品化を目指す

取組３ ナノセルロース事業化

てん菜糖蜜を新プラスチック素材(ナノセルロース等)とする研究

［取組内容］ ✓ 北海道大学と共同で酢酸菌の生産するナノセルロースの効率的生産と物性に関する研究を実施中

［期待効果］ ✓ てん菜の食品以外の新たな用途開発・・・植物由来の新素材ナノセルロース
→ 植物由来プラスチックの普及による資源循環社会の実現

取組４ 油脂生産

酵母の培養技術を応用､「微細藻類の従属栄養による高密度大量培養技術」確立を目指した研究

［取組内容］ ✓ 従来のSAF研究で得た藻類培養の知見に基づき、新機能を有する油脂等の研究を継続

［期待効果］ ✓ てん菜から新たな食品用途を開発・・・微細藻類の培養
→ 人々の健康増進
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３ 資本コストや株価を意識した経営の
実現に向けた対応
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企業価値向上に向けての現状認識

ROE・PBRが低水準。
2026年３月期では両指標とも向上しているものの、継続した取り組みが必要。0,153,68
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217,233,235

230,240,242

143,194,31

18,184,215

2022年
３月期

2023年
３月期

2024年
３月期

2025年
３月期

2026年
３月期

ROE 2.9% 1.9% 2.6% 3.7% 6.7%

PBR 0.32倍 0.33倍 0.37倍 0.39倍 0.64倍

PER 11.4倍 17.8倍 15.0倍 10.6倍 10.0倍

期末株価 1,611円 1,670円 2,078円 2,283円 4,100円



将来の企業価値向上を目指した取り組み
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✓ 株主優待の拡充

• 長期保有株主さまへの優待制度【新設】

株主優待基準及び内容

✓ 保有株式数 ：100株以上

✓ 保有期間 ：継続保有期間５年以上

✓ 内容 ：自社製品3,000円相当

✓ 送付タイミング：５年経過毎に送付

✓ IR活動（個人投資家向け説明会）

• 2025年９月

福岡で開催された個人投資家

向け説明会に、社長の石栗が

登壇

✓ IR活動（工場見学会）

• 2025年10月

当社工場やビート畑、ビート

資料館をご覧いただく工場見

学会を実施

詳細につきましては、当社ホームページに掲載の「資本収益性の向上に向けて」をご参照願います。
https://www.nitten.co.jp/dcms_media/other/news_20260513_Improvement_of_capital_profitability.pdf
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資本コスト・株価を意識した経営

✓ ROE目標： 2028年３月期５%、中長期８%以上を目指す。

株主還元の強化

✓ 配当金方針を１株当たり80円以上から「DOE4.0%を目安」に変更。

✓ 機動的な自己株式取得を引き続き検討していく。

2026年３月期自己株式取得実績 1,002百万円

政策保有株式の縮減

✓ 2028年３月期までに連結純資産に対する割合を20％までに縮減。

✓ 2026年３月期実績 ６銘柄売却（うち４銘柄は一部売却）

売却額80億円、売却益69億円

IR活動の実施

✓ 個人投資家説明会を2025年９月に実施。

✓ 株主様向け見学を2025年10月に実施。継続予定。

✓ 今期、機関投資家説明会を開催。

https://www.nitten.co.jp/dcms_media/other/news_20260513_Improvement_of_capital_profitability.pdf


４ 参考資料１（事業紹介）
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商号の変更

日本甜菜製糖株式会社

Nippon Beet Sugar
Manufacturing 

Co., Ltd.

株式会社ニッテン

Nitten Co., Ltd.

2026年10月１日付で、商号を「株式会社ニッテン」へ変更予定
現在当社は、製糖事業で培った独自の知見や技術を活かし、食品、飼料、農業資材など幅広く事業を展開しており、第２次中期経
営計画で掲げる、「てん菜糖業」から「てん菜産業」への飛躍を示すものとして、商号変更を決定
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主な事業拠点

芽室製糖所

美幌製糖所

士別製糖所



主な事業拠点

1919年
北海道製糖㈱
（当社の前身）設立

1920年
帯広製糖所完成

1936年
士別製糖所完成

1949年
東京証券取引所上場

1952年
イースト
集中生産開始

1962年
ペーパーポット®
生産開始

配合飼料生産開始

1959年
美幌製糖所完成

1970年
芽室製糖所完成

1982年
総合研究所
新設

2004年
DFAⅢ生産開始
帯広製糖所跡地に
複合商業施設完成

2019年
創業100周年

2021年
三井製糖㈱、大日本明治製糖
㈱（現・DM三井製糖㈱）と
の資本業務提携契約締結

2022年
東京証券取引所
プライム市場上場

沿革

• 国内での砂糖自給体制の確立と北海道の開拓推進を図るため、当社の前身である北海道製糖㈱が設
立されました。

• 当社のてん菜糖業は、当初から苦難の連続でしたが、幾多の試練と困難を乗り越え、現在てん菜は
北海道農業における基幹作物のひとつに成長しました。

• この間、当社は常にてん菜糖業のパイオニアとして、「開拓者精神を貫き 社会に貢献しよう」の
社是のもと、北海道寒地農業の振興と国内甘味資源の確保に努めてまいりました。

• 今、社会は大きな変革期を迎えています。当社では、「てん菜糖業」から「てん菜産業」への飛躍
を目指し、時代に即応した事業展開を図るとともに、常に時代の開拓者として社会に貢献すること
ができるよう、不断の努力を続けてまいります。

29

1991年
ラフィノース、
ベタイン生産開始
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連結子会社

会社名 所在地 設立 事業内容

十勝鉄道㈱
北海道
帯広市

1923年
（大正12年）

•自動車運送事業
•倉庫事業
•車両整備事業
•農畜産事業

スズラン企業㈱
北海道
帯広市

1971年
（昭和46年）

•石油事業（石油類販売・ガソリンスタンド）
•スポーツ・レジャー事業（ボウリング場）
•保険事業

ニッテン商事㈱
千葉県
千葉市

1938年
（昭和13年）

•食品卸売業
（砂糖・イースト・製パン製菓原材料）

サークル機工㈱
北海道
滝川市

2009年
（平成21年）

•農業用機械器具の製造販売事業
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てん菜を起点に事業が派生

食品事業
砂糖製造・バイオ技術を活用

飼料事業
てん菜の繊維質（ビート
パルプ）を牛の飼料とし

て活用

農業資材事業
てん菜栽培の
技術を活用

その他事業
てん菜や製品の輸送等

砂糖事業
北海道の三製糖所で
てん菜から砂糖を製造

不動産事業
社有地等の保有不動産を

有効活用
てん菜
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各事業紹介
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【ビート糖】【精製糖】

・業務用、家庭用合わせて日本で消費される砂糖の１０％強を供給

   ・家庭用の「スズラン印」は北海道、中国地方を中心に販売

【イースト】【オリゴ糖等食品素材】

・パン酵母（イースト）等を製造販売。ドライイーストを国内で製造しているのは当社だけ

・てん菜由来のオリゴ糖やベタイン（アミノ酸の一種）を製造販売

【配合飼料】【ビートパルプ】

・乳牛用等の配合飼料を販売（イーストやオリゴ糖を配合した機能性ある商品が特長）

【紙筒（育苗用資材）】【農業用機械器具】

・当社が開発した紙製の農業用資材（紙筒～ペーパーポットⓇ、チェーンポットⓇ）は、

てん菜のほか、そ菜・花き・林木用も販売。日本のネギの約３割に使われています

【旧製糖所跡地等を活用した不動産賃貸】

・北海道帯広市で複合商業施設を賃貸し、地域の皆様の暮らしに貢献

【貨物輸送】【石油類販売】

・子会社：十勝鉄道(株)で、原料となるてん菜や製品であるビート糖・配合飼料を輸送

・子会社：スズラン企業(株)で、石油製品販売事業等を行う

飼料事業

農業資材事業

砂糖事業

食品事業

不動産事業

その他の事業
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外部環境①（業界特有の制度）
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糖価調整制度

✓ 沖縄・鹿児島・北海道の甘味資源作物（さとうきび・
てん菜）および、これを原料とする国内産糖事業、な
らびに国内産糖と輸入粗糖を原料とする精製糖事業が
成り立つよう価格調整を行う国の制度（農林水産省所
管）

✓ 海外から輸入される原料糖と国内産の原料糖の間には、
大幅な内外価格差が存在（海外の方が安い）

✓ 安価な輸入品から徴収した調整金を主たる財源として、
国産品の生産者および製造事業者に交付金が交付され
る

※交付金の単価は、国産品の標準的な生産・製造コス
トと販売価格の差額により算出される（通常、コスト
＞販売価格）

砂糖年度 X期 砂糖年度 X+1期

①標準的な生産製造コストは
一定と仮定

②販売価格が下落

③交付金は上昇

砂糖年度と交付金のイメージ

砂糖年度

✓ 左記交付金が交付される期間は「砂糖年度」と呼ばれる
年度単位で管理

※砂糖年度…当該年の10月１日から翌年の９月30日まで

✓ 当社の砂糖の販売価格・販売量、製造コストは、てん菜
の作柄等により変動する一方、交付金は前年度状況を踏
まえ決定されるため、業績と交付金のタイミングが一致
しない（下記イメージ図参照）
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外部環境②（砂糖市場、国内砂糖消費量の変動）
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輸入糖 甘しゃ糖 てん菜糖
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出所：農林水産省「砂糖及び異性化糖の需給見通し」より当社作成

単位：千トン
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砂糖市場の推移

2026年２月現在

粗糖現物価格(単位：セント/ポンド）（左軸）

日経市価（円/kg）（右軸）

小売価格（円/kg）（右軸）

注１：粗糖現物価格は、東京商品取引所・大阪堂島商品取引所調査の粗糖現物価格
（月平均価格）
注２：日経市価は、日本経済新聞の市中相場（東京、上白、30kg大袋入り）の価格
（消費税抜き）で、各月の平均値
注３：小売価格は、総務省統計局調べ（上白、１kg入り）



５ 参考資料２（業績関連数値）
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過去５年間の業績推移
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単位：百万円

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

売上高 58,492 65,013 69,297 64,796 68,696

営業利益 2,229 1,506 910 535 52

経常利益 2,818 1,993 1,802 1,124 758

当期純利益 1,975 1,260 1,811 2,703 5,032

純資産額 67,918 68,134 72,535 73,829 77,517

総資産額 100,458 103,149 103,022 101,215 97,696

１株当たり
純資産額(単位:円)

5,037.45 5,102.17 5,647.57 5,928.75 6,412.65 

１株当たり
当期純利益額(単位:円)

141.76 93.59 138.47 215.15 410.85 

自己資本比率 67.6% 66.1% 70.4% 72.9% 79.3%

自己資本利益率（ROE） 2.9% 1.9% 2.6% 3.7% 6.7%

売上高のうち砂糖事業
の占める割合

64.6% 65.9% 68.2% 66.2% 68.0%



単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
売上高 14,916 14,265 17,435 18,178 17,168 15,809 18,273 17,445

砂糖事業 10,372 10,031 11,325 11,168 12,664 11,509 12,294 10,226

食品事業 694 603 728 674 726 650 748 675

飼料事業 2,616 2,613 4,056 3,571 2,550 2,537 4,080 3,576

農業資材事業 622 465 726 2,113 703 509 528 2,246

不動産事業 357 307 289 280 263 298 301 303

その他の事業 253 244 308 370 259 303 320 417

営業利益 253 199 ▲ 1,184 1,313 ▲ 96 ▲ 112 ▲ 841 1,188

砂糖事業 240 507 ▲ 2,499 153 ▲ 299 ▲ 10 ▲ 2,278 30

食品事業 53 18 94 55 67 25 34 43

飼料事業 ▲ 147 ▲ 35 775 629 ▲ 2 ▲ 100 832 634

農業資材事業 ▲ 45 ▲ 391 ▲ 22 408 67 ▲ 113 ▲ 31 348

不動産事業 220 153 126 101 136 124 169 163

その他の事業 ▲ 67 ▲ 52 341 ▲ 35 ▲ 66 ▲ 37 431 ▲ 32

要因

・砂糖事業 ：ビート糖の製造を10月から開始。約１年間かけて販売する。第３Ｑの棚卸
資産評価の影響が大きく利益が大幅に変動。

・飼料事業 ：第３Ｑのビート糖製造に伴い、ビートパルプの販売が増加するため、第３Ｑ
及び第４Qに売上高が増加。

・農業資材事業：てん菜等の作付け開始時期となる第４Qに販売増。
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売上高及び営業利益の四半期推移（事業別）

砂糖事業・飼料事業・農業資材事業では、収益に季節性あり
食品事業と不動産事業は、年間を通じて比較的安定的な利益を創出
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単位：百万円

2025年
3月期末

2026年
3月期末

増減

現金及び預金 3,164 2,555 ▲ 609

売上債権 8,808 8,386 ▲ 422

有価証券 5,200 5,500 300

棚卸資産 33,024 30,221 ▲ 2,803

その他 1,121 1,002 ▲ 118

流動資産 51,318 47,665 ▲ 3,653

建物および構築物 9,330 9,569 238

土地 7,253 7,199 ▲ 54

その他 3,658 3,775 117

有形固定資産 20,242 20,544 301

無形固定資産 1,557 1,684 127

投資有価証券 25,456 24,269 ▲ 1,186

その他 2,639 3,532 892

投資その他の資産 28,096 27,802 ▲ 293

資産合計 101,215 97,696 ▲ 3,518

買掛金 1,333 1,337 3

短期借入金 9,037 1,511 ▲ 7,526

その他 6,064 8,502 2,437

流動負債合計 16,435 11,350 ▲ 5,085

固定負債 10,949 8,828 ▲ 2,120

負債合計 27,385 20,178 ▲ 7,206

純資産合計 73,829 77,517 3,688

自己資本比率 72.9% 79.3% 6.4pt

投資有価証券/純資産 34.5% 31.3% ▲ 3.2pt
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連結貸借対照表、連結キャッシュ･フロー計算書

連結貸借対照表
単位：百万円

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

営業CF 2,577 ▲ 1,825 13,044 ▲ 3,090 4,271

投資CF 489 ▲ 1,704 ▲ 1,315 2,206 1,449

フリーCF 3,067 ▲ 3,529 11,729 ▲ 884 5,721

財務CF 1,381 2,969 ▲ 9,465 ▲ 3,605 ▲ 9,530

●主なＣＦ項目の内訳

減価償却費 2,409 2,382 2,624 2,514 2,312

減損損失 473 243 88 5,679 527

・主な投資活動の支出

設備投資 ▲ 2,100 ▲ 2,678 ▲4,129 ▲5,872 ▲ 3,015

投資有価証券 ▲ 4 ▲ 5 ▲ 5 ▲ 6 ▲ 209

・主な投資活動の売却による収入

設備の売却 32 6 14 8,748 150

投資有価証券 2,045 224 945 898 8,070

・配当金、自己株式取得の推移

配当金支払 ▲ 698 ▲ 672 ▲ 665 ▲ 703 ▲ 991

自己株式取得 ▲ 910 ▲ 239 ▲ 1,001 ▲ 1,001 ▲ 1,002

（参考)：1株当たりの配当金の推移

普通配当 50 50 50 50 80

特別配当 5 30 80

配当金合計 50 50 55 80 160

●2026年３月期 政策保有株式の状況 単位：百万円

2025年3月期 2026年3月期

残高 期中売却
株価変動に
よる増減

出資他 その他 残高

25,456 ▲ 6,739 5,316 209 27 24,269

0,153,68

210,231,165

191,218,222

221,237,188

233,243,210

217,233,235
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18,184,215

連結キャッシュ･フローの推移
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資金フロー

【原料仕入、製造、販売の年間のサイクルの中で現預金も大きく変動】

てん菜を10月より一気に仕入、製造を開始し、翌年９月ごろにかけて販売をしていく。
第３Qに在庫とともに支払が増加するため、借入をする必要がある。
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単位：百万円

現預金等ー借入金 現預金等 借入金計 棚卸資産

※コミットメントライン40億円



本資料は、作成時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、
リスクや不確実性を含んでおります。従いまして実際の業績等はこれらと異なる
可能性があります。万一この情報に基づいて被ったいかなる損害につきましても
当社は一切責任を負わないことをご承知おきください。
本資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘

を目的としたものではありません。

【お問い合わせ先】
日本甜菜製糖株式会社
財務企画室財務課
ir@nitten.co.jp

当社パーパス
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